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議 第 １９ 号 
 

議 第 ２０ 号 
 

議 第 ２１ 号 

 
議 第 ２２ 号 

 

議 第 ２３ 号 

 
議 第 ２４ 号 

 
議 第 ２５ 号 

 
議 第 ２６ 号 
 

専決処分の承認について  
（平成２８年度新発田市一般会計補正予算（第１号））  

平成２８年度新発田市一般会計補正予算（第２号）議定に 
ついて 

平成２８年度新発田市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）議定について

平成２８年度新発田市介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）議定について

平成２８年度新発田市後期高齢者医療特別会計補正予算  
（第１号）議定について 

平成２８年度新発田市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）議定について 

平成２８年度新発田市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
議定について 

平成２８年度新発田市藤塚浜財産区特別会計補正予算

（第１号）議定について 

平成２８年度新発田市水道事業会計補正予算（第１号）

議定について 
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議第１８号

専決処分の承認について

平成２８年度新発田市一般会計補正予算（第１号）について、次のとおり専決処分したの

で承認を得たい。

平成２８年６月３日提出

新発田市長 二階堂 馨
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専決第１号

平成２８年度新発田市一般会計補正予算（第１号）

平成２８年度新発田市の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

上記のとおり地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第 項の規定により専決処分

する。

平成２８年５月１３日

新発田市長 二階堂 馨
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計

その他の
特 別 職

議　　員

比　較

長　　等

計

その他の
特 別 職

議　　員

補正前

長　　等

計

その他の
特 別 職

議　　員

千円 千円

補正後

長　　等

千円 千円 千円 千円 千円

報　　酬
その他の
手　　当

給　与　費　明　細　書(一般会計)

１　特　別　職

区　　　分
計

人 千円 千円

職員数

給　　　　　与　　　　　費

共 済 費 合　　計 備　　考

給　　料
期末手当
年間支給
率(月分)

地域手当
寒 冷 地
手　　当
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計

その他の
特 別 職

議　　員

比　較

長　　等

計

その他の
特 別 職

議　　員

補正前

長　　等

計

その他の
特 別 職

議　　員

千円 千円

補正後

長　　等

千円 千円 千円 千円 千円

報　　酬
その他の
手　　当

給　与　費　明　細　書(一般会計)

１　特　別　職

区　　　分
計

人 千円 千円

職員数

給　　　　　与　　　　　費

共 済 費 合　　計 備　　考

給　　料
期末手当
年間支給
率(月分)

地域手当
寒 冷 地
手　　当

（２）給料及び職員手当の増減額の明細

（３）給料及び職員手当の状況

　　ア　職員１人当たり給与

　　　　　　　補　正　な　し

　　イ　初　任　給

　　　　　　　補　正　な　し

　　ウ　級別職員数

　　　　　　　補　正　な　し

　　　　　　　補　正　な　し

（

（ ‐

　　(級別の標準的な職務内容)

214千円 
214千円

職員手当 214千円 その他の増減分 214千円 その他による増減 時間外勤務手当

区　分 増　減　額 増減額の増減事由別内訳 説　　　　　明 備　　　　　考

比　較

補正前

千円 千円 千円 千円 千円

補正後

住居手当
管理職員
特別勤務
手　　当

退職手当

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

寒 冷 地
手　　当

管 理 職
手　　当

宿 日 直
手　　当

特殊勤務
手　　当

時 間 外
勤務手当

通勤手当

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

職員手当
の 内 訳

区　分
扶養手当 期末手当 勤勉手当

比　　較
）

補正前
）

千円 千円

補正後
）（

職員手当 計
人 千円 千円 千円 千円

２　一　般　職

（１）総　括

区　　分 職員数
給　　　　　与　　　　　費

共　済　費 合　　　計 備　　　考
報　　酬 給　　料
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　　エ　昇給

　　　　　　　補　正　な　し

　　オ　期末手当・勤勉手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　カ　定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　キ　地域手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ク　特殊勤務手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　ケ　その他の手当

　　　　　　　補　正　な　し
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　　エ　昇給

　　　　　　　補　正　な　し

　　オ　期末手当・勤勉手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　カ　定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　キ　地域手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ク　特殊勤務手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　ケ　その他の手当

　　　　　　　補　正　な　し

 

議第１９号

平成２８年度新発田市一般会計補正予算（第２号）

平成２８年度新発田市の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 既定の地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

平成２８年６月３日提出

新発田市長 二階堂 馨
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第２表　地方債補正

（変　更）

限度額 起債の方法 利率 償還の方法 限度額 利率

千円 ％以内 千円 ％以内

道路整備事業

都市計画事業

起債の目的
補　　　　　正　　　　　前 補　　　　　正　　　　　後

起債の方法 償還の方法

普通貸借又
は証券発行

ただし、
利率見直し
方式で借り
入れる政府
資 金 な ど
で、利率見
直しを行っ
た後につい
ては、当該
見直し後の
利 率 と す
る。あああ
あ あ

政府資金又
は県貸付金に
ついてはその
融資条件によ
り、銀行その
他の場合はそ
の債権者と協
定する｡あ あ
あただし、市
財政の都合に
より、据置期
間及び償還期
限を短縮し、
若しくは繰上
償還又は低利
に借換えをす
ることができ
る。ああああ

あ

〃

補 正 前
と 同 じ

〃 〃 〃 〃 〃

補 正 前
と 同 じ

補 正 前
と 同 じ
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△422 △94計

その他の
特 別 職

△422 △422

議　　員

比　較

長　　等

計

その他の
特 別 職

議　　員

補正前

長　　等

計

その他の
特 別 職

議　　員

千円 千円

補正後

長　　等

千円 千円 千円 千円 千円

報　　酬
その他の
手　　当

給　与　費　明　細　書(一般会計)

１　特　別　職

区　　　分
計

人 千円 千円

職員数

給　　　　　与　　　　　費

共 済 費 合　　計 備　　考

給　　料
期末手当
年間支給
率(月分)

地域手当
寒 冷 地
手　　当
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（２）給料及び職員手当の増減額の明細

通勤手当

（

（ △2 

△6,753千円
その他による増減 △1,196千円 住居手当

654千円 管理職手当
△1,723千円 
△2,690千円 

△767千円 
会計間異動等による増減 寒冷地手当 158千円 

勤勉手当

△868千円 
△2,287千円 △1,300千円 

職員手当 △8,386千円 その他の増減分 △8,386千円 退職による増減 扶養手当
期末手当

△2人 
　その他 △2人 
　退　職

△12,101千円 　採　用 ―人 
その他による増減 採用退職等の状況

△4人 △1,784千円 　増　減

790人 
会計間異動等による増減 　補正前 794人 

　補正後
△5,122千円 （現に在職する職員数）

給　　料 △19,007千円 その他の増減分 △19,007千円 退職による増減 職員の異動状況

△2,690

区　分 増　減　額 増減額の増減事由別内訳 説　　　　　明 備　　　　　考

比　較 △868 △1,300 △767 △1,723 △1,196

補正前

千円 千円 千円 千円 千円

補正後

住居手当
管理職員
特別勤務
手　　当

退職手当

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

寒 冷 地
手　　当

管 理 職
手　　当

宿 日 直
手　　当

特殊勤務
手　　当

時 間 外
勤務手当

通勤手当

△58,362 △85,755
△4 

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

職員手当
の 内 訳

区　分
扶養手当 期末手当 勤勉手当

比　較
）

△19,007

補正前

△8,386 △27,393

）

千円 千円

補正後
）（

職員手当 計
人 千円 千円 千円 千円

２　一　般　職

（１）総　括

区　　分 職員数
給　　　　　与　　　　　費

共　済　費 合　　　計 備　　　考
報　　酬 給　　料
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（３）給料及び職員手当の状況

　　ア　職員１人当たり給与

　　イ　初　任　給

　　　　　　　補　正　な　し

　　ウ　級別職員数

　　　　　　　補　正　な　し

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

　　(級別の標準的な職務内容)

－ ））
計

（ － ） （
計

（ ） （

1 級

計
（ ） （ ）

1 級 1 級

）
2 級

（ － ） （ －（ ） （ ）
2 級

（ ） （ ）
2 級

4 級

3 級 3 級 3 級

4 級 4 級

5 級 5 級 5 級

6 級 6 級 6 級

8 級

7 級 7 級 7 級

級 職員数(人) 構成比(％)

28年1月1日現在

8 級 8 級

区　　　分

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職 そ の 他 の 一 般 職

級 職員数(人) 構成比(％) 級 職員数(人) 構成比(％)

平 均 年 齢 (歳)

28年1月1日現在

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

28年4月1日現在

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

平 均 年 齢 (歳)

区　　　　　分 一　般　行　政　職 技　能　労　務　職 そ の 他 の 一 般 職

28年4月1日現在

8 級 8 級

1 級

3 級 3 級

6 級

8 級

7 級

6 級

7 級 7 級

6 級

5 級 5 級 5 級

4 級 4 級 4 級

3 級

（
2 級

（ ） （ ）
2 級

（ － ））
2 級

（ － ） （ － ）－

1 級 1 級

計
（ ） （ ） （ － ） （

計
（ － ） （ － － ））

計
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　　エ　昇給

　　オ　期末手当・勤勉手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　カ　定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　キ　地域手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ク　特殊勤務手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　ケ　その他の手当

　　　　　　　補　正　な　し

４号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

３号給 （人）
号給数別内訳

１号給 （人）

２号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

補正前

職　員　数（Ａ）　　　（人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

３号給 （人）

４号給 （人）

１号給 （人）

２号給 （人）補正後

職　員　数（Ａ）　　　（人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

号給数別内訳

区　　　　　　分 合　　　計
代  表  的  な  職  種

一般行政職 技能労務職
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千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

土 木

（ 注 ） 「 当該年度中起債見込額 」 中 「 補正前の額 」 欄には、平成２７年度繰越事業分 （ ６４５，５００千円 ） を含む。

地 方 債 の 前 年 度 末 に お け る 現 在 高 及 び 当 該

補正額

年度末における現在高の見込みに関する調書

前 年 度 末
現 在 高

当 該 年 度 中 起 債 見 込 額 当 該 年 度 中 元 金 償 還 見 込 額

合         計

普 通 債

区                         分
当該年度末
現 在 高
見 込 額補正前の額 補正額 補正後の額 補正前の額 補正後の額
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議第２０号

平成２８年度新発田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成２８年度新発田市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 事業勘定は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

２ 施設勘定は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 千円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

３ 事業勘定及び施設勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並び

に補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２８年６月３日提出

新発田市長 二階堂 馨
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事 業 勘 定
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− 80 −
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− 82 −

　　　　　　　補　正　な　し

（２）給料及び職員手当の増減額の明細

給　与　費　明　細　書(国民健康保険事業特別会計・事業勘定)

１　特　別　職

２　一　般　職

（１）総　括

区　　分 職員数
給　　　　　与　　　　　費

共　済　費 合　　　計 備　　　考
報　　酬 給　　料 職員手当 計

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

補正後
（ ）

補正前
（ － ）

比　較
（ ）

△122 △2,171 △2,293 △2,323 △4,616

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

職員手当
の 内 訳

区　分
扶養手当 期末手当 勤勉手当

寒 冷 地
手　　当

管 理 職
手　　当

宿 日 直
手　　当

特殊勤務
手　　当

時 間 外
勤務手当

通勤手当 住居手当
管理職員
特別勤務
手　　当

退職手当

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

補正後

補正前

比　較 △612 △304 △210 △73 △596 △172 △204

区　分 増　減　額 増減額の増減事由別内訳 説　　　　　明 備　　　　　考

給　　料 △122千円 その他の増減分 △122千円 会計間異動等による増減 職員の異動状況
△33千円 （現に在職する職員数）

17人 
　補正後

△89千円 　増　減

17人 
その他による増減 　補正前

―　

採用退職等の状況
　採　用
　退　職
　その他

期末手当 △304千円 
職員手当 △2,171千円 その他の増減分 △2,171千円 会計間異動等による増減 扶養手当

勤勉手当

△612千円 
△1,445千円

△210千円 
その他による増減 寒冷地手当 △73千円 

△726千円 管理職手当
通勤手当

△596千円 
△172千円 

住居手当 △204千円 

―人 

―人 
―人 
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（３）給料及び職員手当の状況

　　ア　職員１人当たり給与

　　イ　初　任　給

　　　　　　　補　正　な　し

　　ウ　級別職員数

　　　　　　　補　正　な　し

28年1月1日現在

8 級

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

区　　　　　分 一　般　行　政　職 技　能　労　務　職 そ の 他 の 一 般 職

28年4月1日現在

平均給料月額(円)

平 均 年 齢 (歳)

平均給与月額(円)

平 均 年 齢 (歳)

28年1月1日現在

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

区　　　分

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職 そ の 他 の 一 般 職

級 職員数(人) 構成比(％) 級 職員数(人) 構成比(％) 級 職員数(人) 構成比(％)

28年4月1日現在

8 級 8 級 8 級

7 級 7 級 7 級

6 級 6 級 6 級

5 級 5 級 5 級

4 級 4 級 4 級

3 級 3 級 3 級

2 級
（ ） （ ）

2 級
） （ － ）

2 級
（ －

1 級 1 級 1 級

計
（ ） （ ） （ － ） （

計
－ ）

計

8 級

3 級 3 級

6 級

8 級

7 級 7 級 7 級

6 級 6 級

5 級 5 級 5 級

4 級 4 級 4 級

3 級

2 級
（ ） （

2 級
（ ））

2 級
（ ）

1 級 1 級 1 級

計
（ ） （ ） （ ） （

計
）

計

　　(級別の標準的な職務内容)
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　　エ　昇給

　　オ　期末手当・勤勉手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　カ　定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　キ　地域手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ク　特殊勤務手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ケ　その他の手当

　　　　　　　補　正　な　し

区　　　　　　分 合　　　計
代  表  的  な  職  種

一般行政職 その他の一般職

補正後

職　員　数（Ａ）　　　（人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

号給数別内訳

１号給 （人）

２号給 （人）

３号給 （人）

４号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

補正前

職　員　数（Ａ）　　　（人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

号給数別内訳

１号給 （人）

２号給 （人）

３号給 （人）

４号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）
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施 設 勘 定
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　　　　　　　補　正　な　し

（２）給料及び職員手当の増減額の明細

勤勉手当
地域手当 △22千円 

期末手当 △34千円 
△21千円 

△215千円
△138千円 

給　与　費　明　細　書(国民健康保険事業特別会計・施設勘定)

１　特　別　職

２　一　般　職

（１）総　括

区　　分
職員数

給　　　　　与　　　　　費
共　済　費 合　　　計 備　　　考

報　　酬 給　　料 職員手当 計
人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

補正後
（ ‐ ）

補正前
（ ‐ ）

比　較
（ ‐ ）

△215 △215 △233 △448

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

職員手当
の 内 訳

区　分
扶養手当 期末手当 勤勉手当

寒 冷 地
手　　当

管 理 職
手　　当

宿 日 直
手　　当

特殊勤務
手　　当

時 間 外
勤務手当

通勤手当 住居手当
管理職員
特別勤務
手　　当

退職手当

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

補正後

補正前

比　較 △138 △34 △21

区　分
地域手当

初 任 給
調 整
手 当

千円 千円

補正後

補正前

比　較 △22

区　分 増　減　額 増減額の増減事由別内訳 説　　　　　明 備　　　　　考

その他の増減分 △215千円 扶養手当その他による増減職員手当 △215千円
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（３）給料及び職員手当の状況

　　ア　職員１人当たり給与

　　イ　初　任　給

　　　　　　　補　正　な　し

　　ウ　級別職員数

　　　　　　　補　正　な　し

区　　　　　分 一　般　行　政　職 医　 　師 　　職 看 　護　 師 　職

28年4月1日現在

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

平 均 年 齢 (歳)

28年1月1日現在

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

平 均 年 齢 (歳)

区　　　分

一 般 行 政 職 医　　師　　職 看  護　師　職

級 職員数(人) 構成比(％) 級 職員数(人) 構成比(％) 級 職員数(人) 構成比(％)

28年4月1日現在

8 級 8 級 8 級

7 級 7 級 7 級

6 級 6 級 6 級

5 級 5 級 5 級

4 級 4 級 4 級

3 級 3 級 3 級

2 級 2 級 2 級

1 級 1 級 1 級

計 計 計

28年1月1日現在

8 級 8 級

3 級 3 級

8 級

7 級 7 級 7 級

6 級 6 級 6 級

5 級 5 級 5 級

4 級 4 級 4 級

3 級

2 級 2 級 2 級

1 級 1 級 1 級

計 計 計

　　(級別の標準的な職務内容)
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　　エ　昇給

　　オ　期末手当・勤勉手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　カ　定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　キ　地域手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　ク　特殊勤務手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　ケ　その他の手当

　　　　　　　補　正　な　し

区　　　　　　分 合　　　計
代  表  的  な  職  種

医師職 看護師職

補正後

職　員　数（Ａ）　　　（人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

号給数別内訳

１号給 （人）

２号給 （人）

３号給 （人）

４号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

補正前

職　員　数（Ａ）　　　（人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

号給数別内訳

１号給 （人）

２号給 （人）

３号給 （人）

４号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）
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議第２１号

平成２８年度新発田市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成２８年度新発田市の介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２８年６月３日提出

新発田市長 二階堂 馨
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　　　　　　　補　正　な　し

（２）給料及び職員手当の増減額の明細

）

（ ‐ ）

―人 　退　職

1,660千円
その他の増減分 1,426千円給　　料

その他による増減

その他による増減

その他の増減分職員手当

　増　減

採用退職等の状況
　採　用

（現に在職する職員数）

1人 

1人 

千円

104千円

27千円 

千円

18人 

備　　　　　考

職員の異動状況

　その他

　補正後
　補正前 17人 

説　　　　　明

千円

管理職員
特別勤務
手　　当

退職手当

△537

1,426千円 会計間異動等による増減

△618

増減額の増減事由別内訳

）

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

千円 千円

管 理 職
手　　当

（ ‐

寒 冷 地
手　　当

宿 日 直
手　　当

△878

区　分

勤勉手当期末手当

補正後

補正前

比　較
（ ‐

特殊勤務
手　　当

職員手当
の 内 訳

扶養手当
区　分

補正後

千円 千円

補正前

千円

増　減　額

比　較

区　　分

千円千円

共　済　費

人
給　　料

千円

職員数
報　　酬

千円

給　　　　　与　　　　　費

千円
職員手当 計

千円

勤勉手当

扶養手当

千円

△112

通勤手当

寒冷地手当

―人 

時 間 外
勤務手当

住居手当

千円

276千円 
期末手当

千円千円

通勤手当

会計間異動等による増減△112千円

△216千円 △618千円 

△112千円
295千円 
181千円 

管理職手当
△537千円 

△234千円

給　与　費　明　細　書(介護保険事業特別会計)

１　特　別　職

合　　　計

（１）総　括

備　　　考

住居手当 264千円 

２　一　般　職
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（３）給料及び職員手当の状況

　　ア　職員１人当たり給与

　　イ　初　任　給

　　　　　　　補　正　な　し

　　ウ　級別職員数

　　　　　　　補　正　な　し

計計

1 級

計

1 級 1 級

2 級2 級2 級

3 級

4 級 4 級 4 級

6 級

5 級 5 級 5 級

7 級

6 級 6 級

3 級

8 級

7 級 7 級

計

28年1月1日現在

8 級 8 級

3 級

計

1 級

計

1 級 1 級

2 級2 級

3 級 3 級

6 級

4 級

5 級5 級

7 級

5 級

28年4月1日現在

8 級 8 級

6 級

4 級

2 級

7 級 7 級

6 級

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)28年1月1日現在

平 均 年 齢 (歳)

平均給料月額(円)

平均給与月額(円)

一　般　行　政　職

28年4月1日現在

平 均 年 齢 (歳)

4 級

級 職員数(人)職員数(人) 構成比(％)

そ の 他 の 一 般 職

構成比(％) 級

技 能 労 務 職

区　　　分

一 般 行 政 職

職員数(人)

区　　　　　分 技　能　労　務　職

8 級

3 級

そ の 他 の 一 般 職

級

　　(級別の標準的な職務内容)

構成比(％)
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　　エ　昇給

　　オ　期末手当・勤勉手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　カ　定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　キ　地域手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ク　特殊勤務手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ケ　その他の手当

　　　　　　　補　正　な　し

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

４号給 （人）

号給数別内訳

１号給 （人）

３号給 （人）

補正後

職　員　数（Ａ）　　　（人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

２号給 （人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

号給数別内訳

２号給 （人）

合　　　計
代  表  的  な  職  種

区　　　　　　分
一般行政職 その他の一般職

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

補正前

４号給 （人）

１号給 （人）

職　員　数（Ａ）　　　（人）

３号給 （人）
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議第２２号

平成２８年度新発田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２８年度新発田市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２８年６月３日提出

新発田市長 二階堂 馨
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（２）給料及び職員手当の増減額の明細

期末手当
勤勉手当
寒冷地手当
管理職手当
通勤手当

418千円

補正後
職員手当
の 内 訳

寒 冷 地
手　　当

職員手当 416千円 その他の増減分

△2千円

千円

増　減　額

勤勉手当
区　分

千円

説　　　　　明

△238

退職手当

千円 千円千円 千円

管理職員
特別勤務
手　　当

特殊勤務
手　　当

宿 日 直
手　　当

千円千円

千円

備　　　考合　　　計
計

千円

通勤手当

区　　分
職員数

人 千円
職員手当給　　料

千円 千円

給　　　　　与　　　　　費

報　　酬

‐ ）

補正前

（

給　与　費　明　細　書(後期高齢者医療特別会計)

千円

（１）総　括

１　一　般　職

共　済　費

補正後

期末手当扶養手当

比　較

区　分

千円千円

2,446千円
2,446千円

住居手当
管 理 職
手　　当

時 間 外
勤務手当

会計間異動等による増減

千円千円

比　較

補正前

増減額の増減事由別内訳

会計間異動等による増減

7千円 

467千円 

その他による増減

―人 

職員の異動状況

採用退職等の状況
―人 

1人 

5人 
（現に在職する職員数）

　採　用

　補正前 4人 
　増　減

　補正後

416千円
287千円 

△238千円 

　退　職
1人 　その他

備　　　　　考

△107

△107千円 

給　　料 2,446千円 その他の増減分

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

（ ‐ ）

（ ‐ ）
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（３）給料及び職員手当の状況

　　ア　職員１人当たり給与

　　イ　初　任　給

　　　　　　　補　正　な　し

　　ウ　級別職員数

　　　　　　　補　正　な　し

職員数(人)

　　(級別の標準的な職務内容)

28年1月1日現在

平 均 年 齢 (歳)

級

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

区　　　分
級 職員数(人) 構成比(％)

平均給料月額(円)

平 均 年 齢 (歳)

28年4月1日現在

構成比(％)構成比(％) 職員数(人)

5 級

級

そ の 他 の 一 般 職

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平均給与月額(円)

平均給与月額(円)

そ の 他 の 一 般 職

平均給料月額(円)

6 級

7 級

6 級 6 級

区　　　　　分

5 級

7 級 7 級

5 級

4 級

3 級

8 級

28年4月1日現在

8 級 8 級

4 級 4 級

3 級 3 級

2 級 2 級2 級

1 級 1 級 1 級

計 計 計

28年1月1日現在

8 級 8 級

3 級 3 級

8 級

7 級 7 級 7 級

6 級 6 級 6 級

5 級 5 級 5 級

4 級 4 級 4 級

3 級

2 級 2 級 2 級

1 級 1 級 1 級

計 計 計
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　　エ　昇給

　　オ　期末手当・勤勉手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　カ　定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　キ　地域手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ク　特殊勤務手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ケ　その他の手当

　　　　　　　補　正　な　し

職　員　数（Ａ）　　　（人）

号給数別内訳

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

１号給 （人）

２号給 （人）

４号給 （人）

補正前
号給数別内訳

区　　　　　　分 合　　　計
代  表  的  な  職  種

３号給 （人）

３号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

一般行政職

２号給 （人）

１号給 （人）

４号給 （人）

補正後

職　員　数（Ａ）　　　（人）

技能労務職
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議第２３号

平成２８年度新発田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成２８年度新発田市の農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 千円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２８年６月３日提出

新発田市長 二階堂 馨
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− 136 −
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（２）給料及び職員手当の増減額の明細

68千円
その他による増減

扶養手当

勤勉手当 8千円 
13千円 

説　　　　　明増減額の増減事由別内訳

住居手当

千円

△145

千円

退職手当

千円

その他の増減分職員手当 68千円

補正前

区　分

職員手当
の 内 訳

比　較

勤勉手当期末手当
管 理 職
手　　当

千円

寒 冷 地
手　　当

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

扶養手当

千円

補正前

比　較

千円

（ ‐ ）

千円

千円

補正後

（ ‐

区　分
宿 日 直
手　　当

補正後

合　　　計

人

区　　分

千円

給　　　　　与　　　　　費

千円

職員数
職員手当

給　与　費　明　細　書(農業集落排水事業特別会計)

給　　料

１　一　般　職

備　　　考
計

（１）総　括

報　　酬
共　済　費

通勤手当
特殊勤務
手　　当

管理職員
特別勤務
手　　当

△213

千円千円千円

備　　　　　考増　減　額

千円

時 間 外
勤務手当

千円千円千円千円

68千円
―　 期末手当

47千円 会計間異動等による増減

）

（ ‐ ）
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（３）給料及び職員手当の状況

　　ア　職員１人当たり給与

　　イ　初　任　給

　　　　　　　補　正　な　し

　　ウ　級別職員数

　　　　　　　補　正　な　し

一 般 行 政 職

職員数(人)

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

6 級

級 級 職員数(人)構成比(％) 構成比(％)

平均給与月額(円)

平 均 年 齢 (歳)

技 能 労 務 職 そ の 他 の 一 般 職

そ の 他 の 一 般 職

職員数(人) 構成比(％)

平均給与月額(円)

平均給料月額(円)

区　　　分

28年4月1日現在

区　　　　　分

平 均 年 齢 (歳)

28年1月1日現在

級

平均給料月額(円)

　　(級別の標準的な職務内容)

8 級

3 級

7 級 7 級

28年4月1日現在

8 級

5 級

8 級

7 級

5 級

4 級

2 級

5 級

6 級6 級

4 級 4 級

3 級 3 級

2 級 2 級 2 級

1 級 1 級 1 級

計 計 計

28年1月1日現在

8 級 8 級

3 級 3 級

8 級

7 級 7 級 7 級

6 級 6 級 6 級

5 級 5 級 5 級

4 級 4 級 4 級

3 級

2 級 2 級

1 級 1 級 1 級

計 計計
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　　エ　昇給

　　オ　期末手当・勤勉手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　カ　定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　キ　地域手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ク　特殊勤務手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ケ　その他の手当

　　　　　　　補　正　な　し

補正前

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

１号給 （人）

４号給 （人）

３号給 （人）

号給数別内訳

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

４号給 （人）

一般行政職

職　員　数（Ａ）　　　（人）

号給数別内訳

代  表  的  な  職  種

２号給 （人）

合　　　計
技能労務職

２号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

職　員　数（Ａ）　　　（人）

区　　　　　　分

補正後

３号給 （人）

１号給 （人）



− 141 −
 

議第２４号

平成２８年度新発田市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２８年度新発田市の下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２８年６月３日提出

新発田市長 二階堂 馨
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− 146 −
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− 150 −



− 151 −



− 152 −



− 153 −
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　　　　　　　補　正　な　し

（２）給料及び職員手当の増減額の明細

通勤手当

給　与　費　明　細　書(下水道事業特別会計)

１　特　別　職

勤勉手当
1,313千円 

職員手当 2,001千円 扶養手当その他の増減分 132千円 

△7千円 

（現に在職する職員数）
会計間異動等による増減 職員の異動状況

備　　　　　考

△11

説　　　　　明

△234

補正後

千円千円

管 理 職
手　　当

千円

区　分

千円 千円

２　一　般　職

職員数

人
給　　料

給　　　　　与　　　　　費

（１）総　括

千円 千円
職員手当

千円

区　　分
合　　　計共　済　費

計
備　　　考

報　　酬

特殊勤務
手　　当

勤勉手当期末手当扶養手当

千円

千円

△7

補正前

比　較

補正後

増減額の増減事由別内訳増　減　額区　分

職員手当
の 内 訳

寒 冷 地
手　　当

千円千円

退職手当
管理職員
特別勤務
手　　当

千円 千円

―　

千円

通勤手当 住居手当
時 間 外
勤務手当

千円

　退　職

　補正後
　補正前

△11千円 

宿 日 直
手　　当

その他による増減

採用退職等の状況

　その他

千円千円

808千円 

1人 

―人 

1人 

　増　減

17人 

―人 

16人 

　採　用

40千円
寒冷地手当

住居手当 △234千円 

期末手当1,961千円

5,537千円
5,537千円その他の増減分給　　料

その他による増減

2,001千円 会計間異動等による増減

5,537千円

（ ‐ ）

（ ‐ ）

（ ‐ ）

※（　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

補正前

比　較
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（３）給料及び職員手当の状況

　　ア　職員１人当たり給与

　　イ　初　任　給

　　　　　　　補　正　な　し

　　ウ　級別職員数

　　　　　　　補　正　な　し

級

平均給料月額(円)

技　能　労　務　職区　　　　　分 そ の 他 の 一 般 職

28年1月1日現在

平均給料月額(円)

28年4月1日現在

平 均 年 齢 (歳)

平均給与月額(円)

平 均 年 齢 (歳)

級

区　　　分

一 般 行 政 職

職員数(人)

技 能 労 務 職

職員数(人) 級 職員数(人) 構成比(％)構成比(％)

6 級

そ の 他 の 一 般 職

構成比(％)

平均給与月額(円)

　　(級別の標準的な職務内容)

一　般　行　政　職

7 級 7 級

6 級 6 級

8 級

7 級

28年4月1日現在

8 級 8 級

5 級 5 級 5 級

4 級 4 級 4 級

3 級 3 級 3 級

2 級 2 級 2 級

1 級 1 級 1 級

計 計計

28年1月1日現在

8 級 8 級

3 級 3 級

8 級

7 級 7 級 7 級

6 級 6 級 6 級

5 級 5 級 5 級

4 級 4 級 4 級

3 級

2 級 2 級 2 級

1 級 1 級

計

1 級

計計
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　　エ　昇給

　　オ　期末手当・勤勉手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　カ　定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

　　　　　　　補　正　な　し

　　キ　地域手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ク　特殊勤務手当

　　　　　　　該　当　な　し

　　ケ　その他の手当

　　　　　　　補　正　な　し

４号給 （人）

２号給 （人）

３号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

号給数別内訳

１号給 （人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

合　　　計

補正後

代  表  的  な  職  種

一般行政職 技能労務職
区　　　　　　分

補正前

職　員　数（Ａ）　　　（人）

職　員　数（Ａ）　　　（人）

号給数別内訳

１号給 （人）

２号給 （人）

昇給に係る職員数（Ｂ）（人）

３号給 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）  　（％）

４号給 （人）
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議第２５号

平成２８年度新発田市藤塚浜財産区特別会計補正予算（第１号）

平成２８年度新発田市の藤塚浜財産区特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成２８年６月３日提出

新発田市長 二階堂 馨
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− 165 −
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− 167 −



− 168 −
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議第２６号

第１条 平成２８年度新発田市水道事業会計補正予算(第１号)は、次に定めるところによる。

第２条 平成２８年度新発田市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的

支出の予定額を次のとおり補正する。

第１款 水道事業費用

第１項 営業費用

第３条 予算第４条本文括弧書中、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額「８３３,３２

８千円」を「８３２,９２６千円」に、当年度分損益勘定留保資金「５１６,４４４千円」を「５

第１款 資本的支出

第１項 建設改良費

第４条 予算第８条に定めた経費の予定額を次のとおり補正する。

平成２８年６月３日提出

新発田市長

( 計 ）

（１） 職員給与費 233,023千円 △5,583千円 227,440千円

(既決予定額） ( 補 正 額 ）( 科 目 ）

平成２８年度新発田市水道事業会計補正予算(第１号)

( 科 目 ） ( 計 ）(既決予定額） ( 補 正 額 ）

△3,897千円

1,923,484千円 △3,897千円

1,756,212千円

１６,０４２千円」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。

二階堂 馨

1,842,597千円1,842,999千円

1,919,587千円

1,752,315千円

( 計 ）( 科 目 ）

支 出

1,329,248千円1,329,650千円 △402千円

△402千円

(既決予定額）

支 出

( 補 正 額 ）
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（支 出）

既決予定額 補正額 計

1 1,923,484 △3,897 1,919,587

1 営業費用 1,756,212 △3,897 1,752,315

1 原水及び浄水費 464,622 △1,411 463,211 給料 △319

手当 △232

賞与引当金繰入額 △30

法定福利費 △830

2 配水費 136,392 △1,643 134,749 給料 △739

手当 △309

賞与引当金繰入額 △114

法定福利費 △481

3 給水費 106,438 780 107,218 給料 △1

賞与引当金繰入額 △3

賃金 1,014

法定福利費 △230

6 総係費 106,544 △1,623 104,921 給料 △760

手当 △140

賞与引当金繰入額 △73

法定福利費 △650

（支 出）

既決予定額 補正額 計

1 1,842,999 △402 1,842,597

1 建設改良費 1,329,650 △402 1,329,248

1 事務費 57,981 △402 57,579 手当 △81

法定福利費 △321

平成２８年度新発田市水道事業会計補正予算(第１号)実施計画

収 益 的 収 入 及 び 支 出

款 項 目

水道事業費用

（単位：千円）

（単位：千円）

備考

資 本 的 収 入 及 び 支 出

資本的支出

備考款 項 目
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（単位：千円）

項 目 既決予定額 補正予定額 合 計

1 業務活動によるキャッシュ・フロー
当年度純利益 137,658 3,907 141,565
減価償却費 822,587 822,587
減損損失
貸倒引当金の増減額（△は減少） △188 △188
退職給付引当金等の増減額（△は減少） △17,685 △220 △17,905
長期前払消費税の増減額（△は増加）
長期前受金戻入額 △195,650 △195,650
受取利息及び配当金 △61 △61
支払利息 146,350 146,350
固定資産除却費 52,100 52,100
固定資産売却損益（△は益）
有価証券売却益
リース取引差額調整額（△は益）
未収金の増減額（△は増加） △25,796 △25,796
未払金の増減額（△は減少） △14,915 △14,915
たな卸資産の増減額（△は増加） △556 △556
前払金の増減額（△は増加）
前受金の増減額（△は減少）
その他流動資産の増減額（△は増加） △10 △10
その他流動負債の増減額（△は減少） 1 1
小計 903,845 3,677 907,522
利息及び配当金の受取額 61 61
利息の支払額 △146,350 △146,350
業務活動によるキャッシュ・フロー 757,556 3,677 761,233

2 投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産の取得による支出 △1,181,574 402 △1,181,172
有形固定資産の売却による収入 2 2
無形固定資産の取得による支出
無形固定資産の売却による収入
出資による支出
有価証券の取得による支出
有価証券の売却による収入
国庫補助金等による収入 109,374 109,374
一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入 110,972 110,972
国庫補助金等返還金 △2,728 △2,728
長期貸付金による支出
長期貸付金の回収による収入
長期貸付金の貸倒回収不能額
短期貸付金による支出
短期貸付金の回収による収入
短期貸付金の貸倒回収不能額
投資活動によるキャッシュ・フロー △963,954 402 △963,552

3 財務活動によるキャッシュ・フロー
一時借入れによる収入
一時借入金の返済による支出
建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 769,400 769,400
建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △505,621 △505,621
その他の企業債による収入
その他の企業債の償還による支出
建設改良費等の財源に充てるための他会計借入金による収入
建設改良費等の財源に充てるための他会計借入金の返済による支出
その他の他会計借入金による収入
その他の他会計借入金の返済による支出
財務活動によるキャッシュ・フロー 263,779 263,779

資金に係る換算差額
資金増加額（又は減少額） 57,381 4,079 61,460
資金期首残高 890,446 890,446
資金期末残高 947,827 4,079 951,906

平成２８年度新発田市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書（第１号）

（平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで）
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１ 総括

（注）（ ）内は、再任用短時間勤務職員数(外書き)

区 分

補正後

補正前

比 較

区 分

補正後

補正前

比 較

補
正
後

補
正
前

比
較

合 計
0

0104

扶養手当

1,731 1,194

1,835

損益勘定
支弁職員

△624

手
当
の
内
訳

(千円) (千円)

△649

( 1 )

4,644 25,994

通勤手当

合 計

損益勘定
支弁職員

合 計

25

28

△2,902
( 0 )

( 0 )

△1,819 △1,083

( 0 )

5,076

(千円)

15,564

3

( 1 )

資本勘定
支弁職員

△1,819

資本勘定
支弁職員

25,345

(千円)

時間外勤務手当

(千円)

2,368

25,656

604

△2,681

9,900

△5,583

9,900

△402

(千円)

0 0

(千円)

0

(千円) (千円)

1,257

432 62

(千円)

期末手当

192,728

△1,002

( 1 )
108,724

0

28

0

570

0

住居手当

1,100

△5,181

26,058

2,368

勤勉手当 寒冷地手当

21,280 4,778

604

△321

13,303 7,977

△81

85,087 195,630110,543

0

206,965

△2,360

( 0 )

手 当

95,421

21,199

( 1 )
(人)

37,393

97,240 32,615

30,255

13,303 4,457

171,529

7,896

34,71284,004

174,35077,110

201,784
損益勘定
支弁職員

給 与 費

給 料
(千円)

227,440

76,108

(千円)

計

3

15,972

(千円)

( 0 )

職員数

資本勘定
支弁職員

給 与 費 明 細 書

(千円)

合 計

(千円)

法定福利費

20,385

20,385

1,100

退職給付費夜間勤務手当

区 分

1,195

25

△2,821

△81

△408

(千円)

233,023

管理職手当 特殊勤務手当
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２ 給料及び手当の増減額の明細

その他の増減分 会計間異動等に 職員の異動状況

よる増減

千円 人

その他による増減 人

千円 0 人

採用退職等の状況

採用 人

退職 人

その他 人

その他の増減分 会計間異動等に 扶養手当

よる増減 期末手当

千円 勤勉手当

その他による増減 寒冷地手当

千円 管理職手当

特殊勤務手当

0

通勤手当

住居手当

夜間勤務手当

退職給付費

３ 給料及び手当の状況

(1)職員1人当たり給与

(2)初任給

0

△624

千円

0

(円)

316,854

千円

(円)

367,766

千円△649

千円

62

432

104

0

千円△408

千円

千円

備 考説 明

△1,083

0

平成28年1月1日現在

41.5

補正なし

(歳)

平成28年4月1日現在

職種（事務・技術職）

△1,083

△1,819

千円

千円

千円

千円

平 均 年 齢 43.8

区分 増減額(千円) 増減事由別内訳(千円)

△1,819

384,760

313,061

平 均 給 与 月 額

増 減

(歳)

平 均 給 与 月 額

平 均 給 料 月 額

手当

給料

(円)平 均 給 料 月 額

区 分

(円)

平 均 年 齢

△1,338

△481

0

0

△806

△277

時間外勤務手当

(現に在職する職員数)

補正後 28

補正前 28

0
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(3)級別職員数

（注）（ ）内は、再任用短時間勤務職員数(外書き)

（級別の標準的な職務内容）

(4)昇給

職 員 数 (Ａ) (人)

昇給に係る職員数 (Ｂ) (人)

号給数別内訳 １号給 (人)

２号給 (人)

３号給 (人)

４号給 (人)

比率（Ｂ）／（Ａ） (％)

職 員 数 (Ａ) (人)

昇給に係る職員数 (Ｂ) (人)

号給数別内訳 １号給 (人)

２号給 (人)

３号給 (人)

４号給 (人)

比率（Ｂ）／（Ａ） (％)

(5)特殊勤務手当

(6)期末手当・勤勉手当

(7)定年退職及び早期退職募集に係る退職手当

(8)その他の手当

補正なし

補正なし

補正後

５ 級

３ 級

２ 級

平成28年1月1日現在

計

２ 級

補正なし

28 28

補正なし

補正なし

区 分

補正前

１ 級

1 1

20 20

2

20 20

78.6 78.6

22 22

0 0

75.0 75.0

0 0

0 0

28 28

21 21

(100.0)

0

2

合 計 事務・技術職

5

0

６ 級

3

3

13４ 級

(1) (100.0)

15.2

24.1

0

(1)

100.0
0

100.033
(1)

8

(100.0)

9.1

17.9

10.7

計

５ 級

７ 級

0.0８ 級

３ 級

17.9

39.3

0.0

0.0

28

2

(100.0)(1)

2

7.1
7.1

0.0

2

39.4
6.1

5

6.1

４ 級
2

区 分

８ 級 0

６ 級

平成28年4月1日現在

事務・技術職

職員数(人) 構成比(％)

0

級

７ 級

１ 級

5
11
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